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雪印のたね 緑肥物語

秋播きコムギ

テンサイ

ジャガイモ

タマネギ

ダイコン

ニンジン
ゴボウ・ナガイモ

トマト・キュウリ
（ハウス）

ハクサイ・キャベツ
ブロッコリー

ホウレンソウ
トマト・キュウリ（ハウス）

ドリフトガード
クロップ

遊休地の土づくり

後作利用

間作利用＆後作利用
ダイズシストセンチュウ対策

(P27)

休閑利用
ねまへらそう＊・ネマレット＊：
キタネグサレセンチュウ対策

前作アブラナ科利用
キカラシ＊：糖収量の増収効果期待
辛神：テンサイ根腐病軽減（P24）

隔離と防風作物
(P26)

連作障害回避と減肥対策
(P28)

キタネグサレ
センチュウ対策

(P21)

線虫対策
(P21)

土づくり
(P29)

アブラナ科野菜
根こぶ病対策と土づくり

(P9)

ハウスの病害対策
(P24)

隔離と防風作物
(P26)

4月
おすすめ品種

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

秋播きコムギ

秋播きコムギ

秋播きコムギ

秋播きコムギ

テンサイ

ジャガイモ

タマネギ

春ダイコン

夏ダイコン

翌年ニンジン

翌年トマト

翌年ブロッコリー

翌年ハクサイ

翌年キャベツ

翌年トマト・キュウリ（ハウス）

後作物（ホウレンソウなど）

翌年ゴボウ

翌年ナガイモ

秋播きコムギ

まめ助＊＋スワン

R-007＊

ヘイオーツ・辛神・キカラシ＊・まめ助＊・まめゆたか＊

メジウムを畝間に中播き

くれない

つちたろう＊・トウモロコシ（SH9599）・ねまへらそう＊・ネマレット＊

前年ヘイオーツ

R-007＊（翌年春すき込み）

前年ヘイオーツ

前年辛神

辛神

ヘイオーツ・藤えもん＊・くれないなど

つちたろう＊・ねまへらそう＊・ネマレット＊・トウモロコシ（SH9599）

ヘイオーツ

とちゆたか
ドリフトガード効果

つちたろう＊・ねまへらそう＊

ドリフトガード効果

栽培期間は2か月程度を目安に
前年つちたろう＊・ねまへらそう＊
・ネマレット＊

前年キカラシ＊・辛神

ヘイオーツ

ヘイオーツ
腐熟期間は1ヶ月を目安に

とちゆたか

ドリフトガード効果（草丈：90－100cm程度）

有害線虫の低減

土の中では…

植物寄生性線虫の対抗植物
となる緑肥作物を導入する
ことで、特定の線虫密度を減
らし、線虫害を軽減します。

土壌の団粒構造の形成
有機物のすき込みによって単粒化し
た土壌粒子が団粒化します。すべて
の緑肥作物が該当し、特に根域が広
く根量も多いイネ科の効果が大きい
です。土壌病害の軽減

機能性緑肥作物を導入する
ことで、特定の土壌病害を軽
減します。また、土壌中の微
生物が多様化することで、病
原菌の繁殖を抑えます。

土壌の柔軟化
団粒構造が形成されることで
作土の緻密度が低くなり、土壌
が柔らかくなります。

土壌微生物の多様化
作物の根はムシゲル（糖類の一
種）を放出し、根圏にはこれをエ
サとする多くの微生物が増殖し
ます。根域が広く根量も多いイ
ネ科が有利です。

透水性の改善
緑肥作物の根は土壌中深くに
伸長し、透水性や通気性を改
善します。

保肥力の増大
緑肥作物を土壌にすき込むと、微生物に
分解されて腐植となります。腐植は肥料
成分の陽イオン（Ca2＋、Mg2＋、K＋、NH4＋）
を吸着し、土壌の保肥力を増大させます。

菌根菌による
リン酸の有効利用
アーバスキュラー菌根菌の着
生により、リン酸の吸収が高
まります。

空中窒素の固定
マメ科植物は根に共生する根粒菌の働き
によって、空中の窒素を固定し、土壌を肥
沃化します。

クリーニングクロップ
ハウスの過剰な塩類を緑肥作物に
吸収させ、搬出することで、塩類集
積が回避できます。

物理性
の改善

生物性
の改善

化学性
の改善

景観美化：景観形成や遊休農地対策として利用できます。
防風・土壌流亡対策：強風による作物の倒伏軽減や、集中豪雨などによる表土流出の軽減に活用できます。
ドリフトガードクロップ：緑肥作物が障壁となり、農薬飛散の軽減に活用できます。
リビングマルチ・草生栽培：果樹の草生や主作物の畝間利用により、雑草抑制効果が期待されます。

景観美化：景観形成や遊休農地対策として利用できます。
防風・土壌流亡対策：強風による作物の倒伏軽減や、集中豪雨などによる表土流出の軽減に活用できます。
ドリフトガードクロップ：緑肥作物が障壁となり、農薬飛散の軽減に活用できます。
リビングマルチ・草生栽培：果樹の草生や主作物の畝間利用により、雑草抑制効果が期待されます。

環境保全環境保全

播 種 期 生 育 期 間
緑 肥

主 作 物

すき込み期

刈り倒し期間ドリフトガード期間

主作物が圃場にある期間

ネマレット＊

前年ヘイオーツ

灌水、ビニール被覆

年２作

年１作

灌水、ビニール被覆

緑肥作物の効果 緑肥作物を取り入れた作付体系例

※商品名で表記しているものには＊を付記しています。
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